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動吸振器の3Dプリンタを用いた設計 

従来､動吸振器の設置が難しかった対象にも適用できる動吸振器形状を提案し､3D プリンタ(AM)を

用いて実現しました｡寸法変更により振動特性を容易に調整でき､振動低減効果を得られました。 

本技術の内容・特徴 

本研究では動吸振器の簡易的な設計手法を検討し、3D プリンタ(AM)を用いて製作することで、従来設

置が難しかったパイプや手持ち工具などの対象にも適用しやすくすることを目指しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

従来技術に比べての優位性 

➊ 

➋ 

簡易的な形状設計とシームレスな製作によ

り、手軽に導入可能 

3D プリンタ(AM)により、独特な形状を再

現でき、多様な設置方法に対応可能 

予想される効果・応用分野 

➊ 

➋ 

パイプなど振動が課題となる製品への活用 

ハンドグラインダなどの手持ち工具への活

用 

 

提供できる支援方法 

 共同研究 

 オーダーメード開発支援 
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○3D プリンタ(AM)ならではの形状 

 ⇒ 動吸振器の中を通した設置も可 

○動吸振器側の共振振動数 

 ⇒ 長さなどの調整による簡易的設計 

 

腕の長さ L [mm] 

図 3. モデルによる計算値と実測値 
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○片持ちアルミ梁を用いた制振効果の確認 

 ⇒ 質量比 7.5%で対象のピークが約 60%低減 
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図 4. 加振実験による梁の周波数応答関数 
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